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	【専任より】
本校の進路指導に御理解・御協力を賜りまして、ありがとうございます。今学期も、就業体験や職場見学、現場実習等の様々な進路行事がありましたが、滞りなく実施することができました。保護者の皆様の御協力に、感謝いたします。
本校では、年３回の保護者を対象とした研修会を実施しております。12月に実施しました研修会では、「企業就労」をテーマに、東京都就労支援アドバイザーの四王天様に御講演をいただきました。御講演の中で、「教育現場から社会に出る」にあたって、３つの提言がありました。
「特別支援学校は配慮のある環境があるが、卒業後は必ずしも配慮がある環境とは限らない」
「卒業後の社会に適合できるように育てていかなければならない」
「犯罪に巻き込まれることは避けたい」
特に、「犯罪に巻き込まれない」については、社会に出る上で心配となるところです。令和２年度の調査では、全国で1,300名を超えるの知的障害またはその疑いがある受刑者が確認され、そのうち約30％が療育手帳を取得しているとのことです。最近では、闇バイトや特殊詐欺の受け子として利用されるケースもあります。学校や家庭での教育、地域支援ネットワークの確立などが必要との話がありました。
現在、本校に在籍している子どもたちは、高等部を卒業すると社会に出ることになります。「教育現場から社会に出る」ことを常に意識して、日々の教育に当たりたいものです。
もう１つ話題を提供します。「就労選択支援」を御存知でしょうか。
「就労選択支援」とは、障害のある当事者が就労先・働き方について、より良い選択ができるようにサポートする新しいサービスです。来年の10月から施行されることになっています。現在の「就労アセスメント」は、在住区によりその対象者の範囲が異なっていますが、学生の場合、卒業後すぐに就労継続支援Ｂ型施設を希望する高等部３年生がほとんどとなっています。しかし、「就労選択支援」でのアセスメントは、高等部３年生以外であっても対象になる、また複数回利用できるなどが検討されています。今後も注視が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(田邉　大樹)



	【専任より】
２学期も本校進路指導への御理解・御協力をいただきまして、誠にありがとうございました。
先日の高等部１年生のビジネスマナー講座では、昨年度の卒業生を本校へ招いて、卒業生から就職して頑張っていること・成長したこと、働く上で大切なことなどをお話ししていただきました。久々に卒業生と再会して、私が感じたことは「在学中に比べ、体も心も逞しくなったな」ということです。働くことを通じて、働く上での体力、言葉遣い、コミュニケーションのスキルなど、様々な力を身に付け、大きく成長することができたのだと思います。卒業生の定着支援、現場実習の巡回などを通しても同じようなことを感じることが多々あります。
卒業後の生活に比べ、学校時代のお子様たちは多くの方々に守られた環境で生活をしているかと思います。しかし、社会に出て働く、生活をするとなると、ここまで整った環境はありません。そうした環境に揉まれ、課題を乗り越え、生活している多くの卒業生は、生き生きとした表情を見せてくれます。守られた環境の中、愛され育っていくことはもちろん大切かと思いますが、社会という厳しい環境の中でも人は大きく成長できるのだと実感しています。
卒業後、社会で活躍して生きていくためにも、在学中は是非、様々なことにチャレンジをしほしいと思っています。一人で服を着る、学校の準備は自分で行う、一人で外出をする、家での家事分担をする、小さいことかもしれませんが、そうした取り組みがお子様たちの卒業後の生きる力へとつながっていくはずです。冬休み、新しい年を迎えるにあたって、是非そんな話題も取り上げてほしいと思います。それでは皆様、良いお年をお迎えください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（江川　拓郎）



	【小学部】
２学期は、５・６年生の就業体験がありました。５年生は、「東京地下鉄株式会社　中野車両基地中野検車区」、６年生は「京王バス東株式会社　永福町営業所」に行きました。車体整備や点検、清掃の様子を見学することで、身近な乗り物である電車やバスを安全に運行するために、たくさんの人が関わり、いろいろな仕事をしているのだという驚きや、新しい発見がありました。特に、初めて校外での就業体験を行った５年生は、電車に関わる仕事を見学するだけでなく、運転席に座ったり、車内放送をしたり、普段はできない貴重な体験に目を輝かせていました。また、生活単元学習で「めざせ　お掃除名人」という内容で清掃活動に取り組み、用務主事さんから道具を借りて、窓掃除の仕方を教えてもらいました。活動を通じて、掃除の難しさを知るとともに、きれいになった時の達成感を味わうことができました。就業体験や事前学習を通して、それぞれが身近な「仕事」を学ぶよい機会となりました。
（中山　里奈）



	【中学部】
11月の保護者向け進路学習会に御参加いただき、ありがとうございました。高等部進学後、どのような学習を踏まえて進路を決定していくのか、どんなことを学習しているのかを保護者の方々と共有でき、さらにたくさんの質疑応答が交わされ、貴重な時間となりました。今後も定期的に実施する予定ですので、ぜひ御参加いただければと思います。
２学期は２・３年生の就業体験を実施しました。２年生は「中野弥生福祉作業所」、３年生は高等部の作業学習の見学と仕事体験をそれぞれ行いました。活動の見通しがもてるように事前学習を行ったことで、場所も雰囲気も異なる中、真剣に話を聞こう、学ぼうとする姿勢が見られました。先輩たちの働く姿を見て、より意識を高めることができました。三学期は１年生が初めて福祉施設の見学に行きます。中学生から始まった「職業・家庭」の授業で学んだふるまいやマナーなども大切にして実施できればと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（玉野　希、石田　直暉）



	【高等部１年】
10月中旬に実施した職場見学では、７グループに分かれて、飲料関係・保険関連企業や、就労移行・就労継続支援Ｂ型・生活介護事業所の見学・体験を行いました。２日間にわたって２か所の企業・事業所を見学・体験し、実際の現場の雰囲気を肌で感じたようでした。12月には、ビジネスマナー講座を実施しました。昨年度の卒業生が進路先の職員とともに講師として来校し、卒業後の生活や現在の仕事について教えていただきました。
見学や座学を通して、徐々に“社会人”“仕事”について知る取り組みを行ってきました。いよいよ３学期には、ミニ実習を行います。生徒のみなさんにとって、自分の将来について考える最初のきっかけになると思います。今後行っていくミニ実習・現場実習（２～３年次）は、保護者の皆様の御協力が欠かせません。御心配なことがありましたら、まずは担任まで御相談ください。御協力、よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(久野　智宏、久保　志穂)



	【高等部２年】
特別支援学校の進路指導の流れとして、『（作業学習や職業などの）進路学習』で身に付けた力を『産業現場等における実習（現場実習）』でどれだけ発揮できるか確認し、実習先からの評価表を基礎資料として『進路面談』を実施し、長所（強味）や課題を本人、保護者、学校と共有するということがあります。
その『現場実習』が２年生全員を対象に、一人３日間～５日間の日程で、10月からスタートしました。初めての場所、しかも見知らぬ人たちに囲まれての就業体験ですから、みな一様に緊張の面持ちで自己紹介、挨拶することから始まります。それでも、実習生の多くは、最終日になると、和やかな表情で周囲の方々と会話を楽しむ様子も見られるようになり、現場実習を通して成長できた証しでもあります。
『現場実習』では、事前面談、初日挨拶、最終日の反省会、そして送迎など保護者の方に時間を割いていただくことが多くなります。今回の取り組みを通して、生徒本人、ご家庭、学校も『現場実習』の流れを確認し、３年生でのより良い実習につなげていきたいと思います。 　　（長谷川　弘樹、宗形　秀人）



	【高等部３年】
現場実習への御協力ありがとうございました。高等部３年生は卒業後の進路について真剣に考える時期です。自分に合った進路を選ぶことは、今後の生活や自立に大きな影響を与えます。
進路には企業就労、就労移行支援B型等、福祉サービスの利用、更には他の教育機関への進学等さまざまな選択肢があります。長い人生の中で、学び直しや次のステージへのステップアップなど、進路変更を考える場面に遭遇するかもしれません。そうした時は、御家庭だけでなく、周りの支援者に御相談ください。もちろん、学校もその役割を担うことができますので、お気軽にお声掛けください。
進路選択は将来を見据えた大切なステップです。御家庭でも、お子様と一緒に話し合っていただいたと思いますが、お子様の希望や夢を共有していただければ幸いです。
卒業後に向けて、個別移行支援計画の作成をします。担任から計画案を提示しますので、御意見をお願いいたします。引き続きの御支援、御協力をよろしくお願いいたします。　（小暮　亮介、本橋　剛）



	卒業後の進路選択に向けて在学時に取り組めることは？


１　基礎的な学力はもちろん大事！　でも実はそれよりも..．
「卒業後の進路選択に向けて何から取り組めばよいですか？」という質問は、保護者の方からよくいただく質問の一つです。時には、「漢字の読み書きができないとだめですか？」、「パソコンが操作できなとだめですか？」などの質問もありますが、進路先担当者の方の着眼点は、「毎日働ける体力があるか」、「自分の気持ちをコントロールできるか」、「決まりを守ることができるか」、「身の回りのことは自分で管理できるか」といったものが多いです。
基礎的な学力はもちろん大事ですが、誰からの支援も受けられる、日常生活動作の獲得、自分で学校の準備をする、エプロンの紐を結ぶことができる、洗い物ができるなど、日常生活の延長で身に付けることができる力が卒業後の進路の選択肢を大きく広げてくれます。
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中程度の精度で自動的に生成された説明]
２　更に就労（福祉的就労（就労継続支援A型・B型など）、企業就労）を視野に入れている方は．．．
将来の選択肢として就労を視野に入れている方は、一人で通えること、公共交通機関の利用ができることは必要条件となります。卒業後に就労した場合、自分で通うことは当たり前の世界になります。
昨今の福祉サービスの充実により、スクールバスや放課後等デイサービスの送迎が当たり前となっています。早い段階から、一人で通学することにチャレンジしてみてはいかがでしょうか。
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